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の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

無
病
息
災
を
ご
祈
祷
し
て
も
ら

い
、
一
年
の
厄
除
け
を
果
た
し

た
め
と
し
て
「
含
み
紙
」
と
い

ら
す
中
、
は
だ
か
参
り
の
一
行

社
に
到
着
し
ま
し
た
。

う
紙
を
咥
え
、
提
灯
を
持
っ
て

ま
し
た
。

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ

米 川 新 聞 ２

は
宮
司
さ
ん
か
ら
家
内
安
全
・

す
。
は
だ
か
参
り
の
男
衆
達
は
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若
草
神
社
で
は
既
に
御
神
火

町
内
を
北
上
、
や
っ
と
若
草
神

が
焚
か
れ
、
赤
々
と
辺
り
を
照

第　５８　号　

た
南
部
杜
氏
が
、
醸
造
安
全
・

吟
醸
祈
願
の
た
め
に
参
拝
し
た

 
米
川
一
区

、
ど
ん
と
祭

、
は
だ
か
参
り

を
包
み
、
神
に
息
を
か
け
な
い

白
足
袋
・
わ
ら
じ
の
装
束
に
身

白
鉢
巻
・
白
さ
ら
し
を
巻
き
、

　
1
月
　
日
、
小
正
月
の
恒
例

行
事
、
米
川
一
区
一
友
会
に
よ

る
ど
ん
と
祭
は
だ
か
参
り
が
米

川
市
街
地
で
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
暖
冬
と
は
い
え
寒
の
内
、

さ
す
が
に
寒
風
が
身
に
沁
み
る

中
、
総
勢
　
名
の
は
だ
か
参
り

の
一
行
は
大
慈
寺
山
門
前
を
整

然
と
出
発
し
ま
し
た
。
区
長
さ

ん
を
先
頭
に
自
治
会
長
さ
ん
、

　
は
だ
か
参
り
は
仙
台
藩
内
に

来
て
日
本
酒
の
醸
造
を
し
て
い

米
川
小
学
校
の
校
長
先
生
が
続

き
ま
す
。
そ
の
後
に
　
名
の
は

だ
か
参
り
の
男
衆

(

1
名
は
女

性

)

が
若
草
神
社
を
目
指
し
て

行
進
し
ま
し
た
。

  

Hospitality and  Smile 

  

    おもてなしの心  あふれる笑顔  

       米川公民館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 １月１４日、鱒渕の華足寺でどんと祭が

執り行われました。夕方５時、辺りが暗く

なって、寺を照らすはだか電球が寂寥と

した雰囲気を醸し出す中、千田観宥住職

による「家内安全・無病息災・交通安全」

のご祈祷が静けさに響き渡りました。ご

祈祷後ほら貝を吹く音を合図に火が放た

れ、参拝者は火にあたり身を清めました。 
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華足寺どんと祭 

17 

mailto:yonekawa.kou@chime.ocn.ne.jp


　 米川新聞　　　平成２８年２月１日　　　第５８号　２

市
内
最
初
の
初
日
を
蚕
飼
山
で

　
　
　
　
　
山
頂
カ
フ
ェ
今
年
も
開
店

　
元
旦
の
午
前
6
時
過
ぎ
、

頂
カ
フ
ェ
は
、
も
と
も
と
佐

藤
勇
治
さ
ん
が
単
独
で
　
年

選
者
の
二
句

過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

を
切
る
包
丁
捌
き
は
皆
お
手

身
ほ
と
り
に
風
雲
月
路
三
が
日

嬰
児
の
澄
ん
だ
瞳
の
初
湯
か
な

旅
支
度
急
ぐ
鳴
子
の
初
湯
か
な

の
料
理
教
室
は
東
和
総
合
支

室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

　
寒
の
入
り
の
１
月
　
日
、

米
川
公
民
館
で
男
の
料
理
教

和
町
の
特
定
健
診
で
は
、
血

料
理
が
完
成
し
ま
し
た
。
会

過
多
に
注
意
し
て
短
時
間
で

照
り
焼
き
、
③
き
ゅ
う
り
と

が
、
バ
イ
ク
で
上
る
高
校
生

士
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
冷

で
コ
―
ヒ
ー
を
頂
き
山
を
後

に
し
た
。

米
川
　
及
川
ヤ
ヱ

高
校
生
ら
を
中
心
に
約
　
人
、

雲
を
茜
に
染
め
な
が
ら
の
美

錦
織
　
及
川
奈
奈
夫

米
川
　
村
上
君
枝

米
川
　
小
野
寺
好
道

米
川
　
千
葉
勝
保

お
転
婆
も
着
物
で
澄
ま
し
三
が
日

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

向
か
い
、
山
頂
の
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
手

　
次
第
に
昇
り
輝
く
初
日
に

し
い
初
日
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
、
一
斉
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

音
を
響
か
せ
た
。

駅
伝
の
テ
レ
ビ
釘
づ
け
三
が
日

米
川
　
及
川
豊
子

錦
織
　
及
川
守
男

初
場
所
の
升
席
に
見
る
芸
妓
か
な

は
温
か
い
豚
汁
と
コ
ー
ヒ
ー
。

人
数
が
増
え
る
に
従
い
そ
れ

が
豚
汁
と
な
り
、
数
年
前
か

始
め
る
。

　
山
頂
付
近
の
路
上
に
は
1

　
山
頂
駐
車
場
で
迎
え
る
の

の
ラ
イ
ト
や
人
の
影
が
増
え

米
川
　
岸
名
和
子

わ
か
め
の
酢
の
物
の
３
品
で

①
ち
ゃ
ん
こ
鍋
、
②
ぶ
り
の

ま
し
た
。
作
る
メ
ニ
ュ
ー
は

ホ
ッ
コ
リ
す
る
メ
ニ
ュ
ー
」

の
も
の
。
調
味
料
は
計
量
ス

食
後
、
保
健
師
さ
ん
か
ら
東

米
川
　
小
野
寺
和
彦

初
場
所
の
座
布
団
の
飛
ぶ
が
ぶ
り
寄
り

米
川
　
及
川
裕
子

い
の
で
、
昆
布
と
鰹
節
か
ら

所
か
ら
保
健
師
さ
ん
と
栄
養

す
。
化
学
調
味
料
は
使
わ
な

の
た
め
登
山
者
の
無
い
年
も

頂
上
で
待
っ
た
。

穏
や
か
や
飲
ん
で
は
寝
て
の
三
が
日

の
話
で
し
た
。
塩
分
の
摂
り

と
題
し
て
調
理
実
習
を
学
び

初
場
所
や
和
服
姿
の
自
撮
棒

米
市
内
で
ワ
―
ス
ト
一
位
と

圧
の
有
所
見
者
の
割
合
が
登

山
者
の
た
め
に
温
か
い
そ
ば

だ
し
汁
を
作
り
ま
す
。
野
菜

の
山
頂
で
初
日
を
待
つ
「
登

を
」
と
始
め
た
の
が
最
初
。

ら
一
哉
さ
ん
も
協
賛
し
、
雪

さ
ん
、
勿
論
無
料
。
こ
の
山

週
間
前
の
雪
が
残
っ
て
い
る

こ
の
提
供
者
は
地
元
綱
木
の

佐
藤
勇
治
さ
ん
と
佐
藤
一
哉

も
い
る
。

寒
中

　
男
の
料
理
教
室

ハ
ー
ブ
に
ほ
ふ
ユ
ニ

ッ
ト
バ
ス
の
初
湯
か
な プ

ー
ン
で
量
り
ま
す
。
塩
分

を
迎
え
よ
う
と
、
林
道
に
車

今
年
も
蚕
飼
山
山
頂
で
初
日

込
の
厳
し
い
中
「
心
も
体
も

＊
3
区
小
野
和
さ
ん
の
投
稿

前
に
始
め
続
け
て
き
た
。

 
以
前
か
ら
一
人
で
で
も
蚕

飼
山
で
年
越
し
を
し
て
き
た

佐
藤
さ
ん
、
同
様
に
底
冷
え

初
場
所
や
コ

ッ
プ
片
手
に
握
り
し
め

湧
い
た
て
ふ
風
呂
の
声
聞
く
初
湯
か
な

　
快
晴
の
今
年
の
参
加
者
は

を
合
わ
せ
、
新
年
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
て
、
頂
上
を
下

り
、
ま
た
ふ
も
と
の
カ
フ
ェ

玄
関
の
靴
乱
雑
に
三
が
日

 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　藤野尚之　氏

１月の兼題　初湯、三が日、初場所
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ちゃんこ鍋、ぶりの

照り焼き、きゅうりと

わかめの酢の物 
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◎
工
藤
重
夫
様
　
9
区

　
多
年
に
わ
た
り
松
坂
契
約

　
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

　
地
域
の
発
展
に
多
大
な
貢

　
献
を
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
下
記
に
記
載
し
た

平
成
　
年
市
段
階
以
上
の
受

賞
者
の
紹
介
が
あ
り
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
懇

談
の
部
で
は
正
月
に
ふ
さ
わ

し
い
厳
か
な
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
深
山
豊
史
鶴
様
と
翔
乃

流
鳳
承
会
の
皆
様
の
舞
踊
に

布
施
登
米
市
長
は
多
忙
の
た

め
到
着
が
遅
れ
ま
し
た
が
、

祝
辞
で
は
米
川
地
域
は
伝
統

行
事
が
多
く
、
そ
の
伝
統
行

事
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
で

地
域
の
ま
と
ま
り
を
強
く
し

ぶ
り
は
ユ
ネ
ス
コ
登
録
を
目

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
水
か

指
し
て
行
く
上
で
登
米
市
を

挙
げ
て
協
力
し
て
い
き
た
い

と
熱
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
1
月
　
日

(

日

)

米
川

公
民
館
で
平

成
　
年
の
新

年
を
祝
う
米

川
新
春
懇
談

会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
懇
談

米
川
新
春
懇
談
会

大 橋 久 子 様

首 藤 誠 志 様
亀 卦 川 裕 史 様
佐 藤 嘉 明 様
秋 山 玲 子 様
小 野 寺 憲 司 様
猪 又 孝 悦 様

工 藤 和 男 様

工 藤 晃 良 様

宮城県消防協会長表彰

千 葉 則 雄 様
佐 藤 伸 子 様
千 葉 み え 子 様
秋 山 仁 様

3区
2区

宮城県社会福祉協議会会長表彰
宮城県社会福祉協議会会長表彰

すばらしいみやぎを創る運動功績
宮城県交通安全功労表彰　交通指導員功労
宮城県交通安全功労表彰　交通指導員功労
宮城県社会福祉協議会会長表彰2区

宮城県消防協会長表彰
宮城県消防協会長表彰

亀 卦 川 達 郎 様
及 川 亮 平 様
畠 山 卓 也 様
幕 田 久 男 様
佐 藤 清 一 様

亀 卦 川 健 一 様

市政功労　納税功労
市政功労　納税功労
登米市英語暗唱・弁論大会　銅賞
県文化の日表彰　消防防災功労
宮城県知事褒状永年勤続賞(消防)
宮城県知事褒状永年勤続賞(消防)
宮城県消防協会内助の功感謝状
宮城県消防協会長表彰勤続章
宮城県消防協会長表彰

2区

千 葉 稔 様
沼 倉 長 喜 様
佐 藤 一 浩 様
亀 卦 川 隆 一 様

佐 藤 海 月 様
須 藤 喜 良 様

3区
6区

ゲートボール　宮城県大会第3位　第30回東北地域交流大会出場9区千 葉 勝 保 様
軟式野球　2014マスターズ軟式野球東北大会第2位
硬式野球　宮城県大会第3位　2015年春季東北地区高校野球大会出場
硬式野球　宮城県大会第3位　2015年春季東北地区高校野球大会出場

工 藤 輝 雄 様
畠 山 卓 也 様 2区 第78回河北美術展　彫刻　東北電力賞

宮城県教育功績者表彰　学校教育功労

佐 藤 英 雄 様
首 藤 成 世 様
菊 地 圭 佑 様

8区
4区
4区

2区

7区
3区
8区
6区
5区

登米支部長表彰優良団員表彰
平成26年度　退職団員感謝状　登米市消防団3区

5区
2区

宮城県消防協会長表彰
宮城県消防協会長表彰
市政功労表彰　消防防災功労
市政功労表彰　消防防災功労
登米支部長表彰優良団員表彰

浩
米
川
地
域
振
興
会
長
の
開

会
の
挨
拶
の
後
、
各
行
政
区

会
で
は
及
川

3区
2区
3区
3区
9区

2区
4区
1区
3区
2区

平成27年　市段階以上の受賞者紹介
小 野 寺 公 正 様 10区 パラリンピックアーチェリー競技　世界選手権大会出場(ドイツ)
小 野 寺 壮 登 様 10区 アーチェリー　国民体育大会　長崎国体出場
工 藤 聖 也 様 4区 アーチェリー　国民体育大会宮城県予選会団体第2位　東北総合体育大会出場

2区

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
主
賓
の

か
ら
推
薦
を
受
け
た
4
名
の

方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

(

以
下
表
彰
の
方
々
）

◎
阿
部
定
基
様
　
5
区

 
多
年
に
わ
た
り
地
域
コ
ミ

　
ュ
ニ
テ
ィ
に
寄
与
さ
れ
、

　
上
沢
地
区
の
発
展
に
多
大

　
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

　
地
域
の
環
境
美
化
に
多
大

　
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

◎
熊
谷
有
一
様
　
5
区

　
多
年
に
わ
た
り
仲
上
沢
環

　
境
保
全
組
合
の
代
表
と
し

　
て
、
地
域
の
環
境
保
全
に

　
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

◎
東
上
沢
河
川
愛
護
会
6
区

　
　
会
長
 
首
藤
孝
一
様

　
多
年
に
わ
た
り
二
股
川
の

　
緑
化
・
清
掃
活
動
を
行
い
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祝辞を述べ

る布施市長 
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　 23 火 ふれあいｻﾛﾝ、仲良しｷｯｽﾞｻｰｸﾙ、ｽﾎﾟｰﾂﾀﾞﾝｽ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会

1 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会 24 水 泉趣会
2 火 25 木
3 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会 26 金
4 木 ｸｰﾙ米川ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(9日まで) 27 土
5 金 東和ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会 28 日
6 土 米川の水かぶり、柳絮会 29 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
7 日
8 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会 1 火
9 火 ふれあいｻﾛﾝ、ｽﾎﾟｰﾂﾀﾞﾝｽ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会 2 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会
10 水 泉趣会、東和町歴史遺産調査ﾈｯﾄﾜｰｸ 3 木
11 木 建国記念の日 4 金
12 金 ふれあい出前講座、東和ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会 5 土
13 土 米川地区ｲﾝﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ大会 6 日
14 日 7 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
15 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会 8 火 ふれあいｻﾛﾝ、仲良しｷｯｽﾞｻｰｸﾙ
16 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会 9 水 泉趣会
17 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会 10 木
18 木 米川長生大学第5回講座並びに閉講式、柳絮会 11 金 つるし飾り愛好会、東和中PTA
19 金 ﾛｰｿﾝ、葡萄屋、絵手紙愛好会、登米市産業経済部 12 土 東和中PTA
20 土 米川生産森林組合 13 日
21 日 米川生産森林組合 14 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
22 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載

計(人)

319
298
339
275
226
250
212
256
177
120

2,472

米川の水かぶり
2月6日　(土) 10時から

米川市街地にて

東北寒ット　正午より

123127 [　 0]

２区
169

116

101
110
144

116
131
170

[△1]

[△1]
[　 0]

[△1]
[△1]
[   0]
[△4]

75
117 139

1,223 1,249

102
5268

計

112

71

１０区

７区

42
956

８区
９区 67

３区

113

４区

６区 89
79

１区

2月の予定

              平成２７年12月末現在

よねかわ情報コーナー（催し物）

109 103 [△1]

米川の世帯数と人口

166
行政区 男

５区

女
164

  米川長生大学
第5回講座並びに閉講式

米川公民館にて　2月18日(木)10時から13時30分

世帯数 [前月比]

3月の予定

[　 2]
149 [△1]149

155

        編集後記 
 今月号は小野和さんからの投稿を頂きました。

軽快な文章は爽やかでテンポが良いですね。あり

がとうございました。また毎年元日に蚕飼山の頂

上でカフェを開いている佐藤勇治さん、佐藤一哉

さん、大変ご苦労様です。天候の悪い年もあると

思いますが、何年も休まず継続されていることに

感激しました。 

米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 

同時開催 


